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[60]フラー レン(C60)を材料 として用 いることを考えた場合、有機化学的な修飾は極めて重要で
ある。官能基化C60の中でも、シクロプロパ ン化C60(メタノC60)は,C60の全共役性をある程度
維持した官能基化C60であるため魅力的である。従って、新規なメタノC60の合成は、極めて重要
な研究課題であると考 えられ るが、その合成 には多 くの制約が伴 うため、合成可能な誘導体は大
きく制限 され る。本研究では、メタノC60のシクロプロパ ン環上に導入 した官能基を官能基変換す
るという新たなアプローチ を応用す ることで、新規メタノC60誘導体 の合成 を検討 した。その結果、
高反応性 メタノC60誘導体である2,2-[60]フラー レノ酢酸クロ リド3a及びアミノメタノ[60]フラ
ー レン1aの効率的な合成法 を確立 し、 これ らが様々なメタノC60誘導体の有用な鍵 中間体である
ことを明 らかにした。すなわち、酸 クロリド3aを用いた場合、水酸基 またはアミノ基を有す る生
理活性分子 と速やか に反応 し、C60-生体分子ハイブ リッ ドを収率良く合成することができ、アミ
ン1aを用いた場合、様々な酸クロリ ドとのアシル化反応が進行 し、対応す るアミ ドが合成可能で
あることを明 らかにした。 また、本合成法をシクロプロパン環の橋頭位 に様 々な置換基 を有する
酸 クロリ ド3a-e及びアミン1a-eの合成 に応用 したところ、いずれ も効率良く合成可能であ り、
本合成法の高い有用性 を明 らかにした(Scheme1)。このように合成 したアミン1a-eの反応性 を
詳細に検討 した結果、シクロプロパ ン環の橋頭位にアルキル基 を有するアミン1b-dを用いた場合
に極めて興味深い反応が進行することを見 い出した。すなわち、アミン1b-dに塩基を作用 させた
ところ、 シクロプロパ ン環が開環 したケ トン6b-dがいずれも良好な収率で得 られた(Scheme2)。
この反応は、C60特有の性質である強い電子吸引性及び高いアニオン安定化能によ り、効率良 く進
行 したもの と考 えられ る。
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